
中野市立博物館 年報３

2019（平成 31・令和元）年度



刊行にあたって

博物館運営の年度ごとの状況に関しては、従来から年刊の「教育要覧」等で

記録化してきている。これらは教育委員会所管事業のまとめとして、博物館の

社会教育的・統計的側面を主としている。しかし、博物館活動は多方面におい

て過去を継承したうえで、それを新たに発展させることが基礎となっている。

そこで従来の不足を補い、将来へ伝えるべきアーカイブとして年報を発刊する

ことにした。できれば将来、「紀要」的側面も付加して充実をはかりたい。

なお、収蔵資料目録の公開方法は別途考慮している。
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Ⅰ 博物館の概要

１ 沿革

一本木公園内の歴史民俗資料館（1981 年建築、468 ㎡）を移転して、2009 年

４月に市立博物館が発足し、展示室は同５月１日から公開している。施設は文

化公園（都市計画課所管）内の「創造館」（展示・研修・休憩施設、1991 年開館）

を改修したものである。展示室以外は従前の基本設備を踏襲しており、博物館

としての機能面で十分でない点がある。また、水彩画展示室・展望室・休憩室

等はそのまま無料エリアとして受け継ぎ、公園施設としての機能も果たしてい

る。柳沢遺跡出土品（重要文化財）の受け入れに伴い、2012 年から展示室の一

部を大改修し保存・展示環境を整えて、2014 年から指定品の収蔵展示室として

公開している。旧歴史民俗資料館は一本木公園内で美術品等の展示館（文化ス

ポーツ振興課所管）として利用されている。

２ 施設概要

ＲＣ ３Ｆ 延床面積 2007.87 ㎡

展示室２室計 594 ㎡、研修室３室計 128 ㎡、プラネタリウム 133 ㎡（100 席）、

収蔵庫 83 ㎡２層（考古・古文書・民俗・歴史資料）、展望室 44 ㎡(３Ｆ)、ほか

(次ページ参照)

※収蔵庫は展示資料を主に、寄贈・寄託品・県埋蔵文化財センター移譲資料等

を収蔵。

３ 館外施設

・収蔵庫（敷地内） ＬＳ ２Ｆ 延床面積 119.08 ㎡

図書資料・文化財行政資料等を収蔵している。

・民俗資料収蔵庫（豊井小学校内） Ｗ ２Ｆ 延床面積 430 ㎡

地域住民により収集された旧豊井小学校民俗資料館の収蔵資料とともに、そ

の後の博物館の収集による民俗資料を収蔵している（民具 981 点）。他に(仮称)

山田家資料館収蔵品として、山田家資料を中心に民俗資料 2,737 点が整理済み

となっている。

・上記のほか、館外収蔵として

考古資料２か所（一本木倉庫 300 ㎡ 埋蔵文化財 5,000 箱）

（平野倉庫 100 ㎡ 埋蔵文化財 1,000 箱）

民俗資料１か所（一本木展示館 民俗資料 1,909 点）

※2019 年 12 月、民俗資料収蔵庫・平野倉庫に保管していた民具・埋蔵文化財は旧中野高校に仮移転した。

これにより館外収蔵施設 2カ所は廃止し、旧中野高校(仮)を設置した。
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Ⅱ 組織

１ 博物館協議会 任期２年（～令和 2年５月 22 日）

会長 大西 浩次（長野工業高等専門学校 教授） 天文学

会長代理 水澤 教子（長野県立歴史館 学芸員） 考古学

委員 市村 千絵（公募） （以下、五十音順）

志川 真一（中野小学校 校長）

菅沼 住子（公募）

関 うた子（社会教育委員）（６月～）

富田 貴江（社会教育委員）

田端 智子（公募）

宮下 宏（信濃教育会 教科用図書研究部長）

湯本 巌（高井地方史研究会 会長）

山崎 圭（中央大学 教授） 近世史

・令和元年７月 11 日開催

２ 平成 31・令和元年度組織・職員

教育委員会―教育長―教育次長 学校教育課―各係

小中学校・給食センター

生涯学習課―生涯学習推進係・文化財係

(仮称)山田家資料館

各公民館

図書館

博物館

館長（嘱託）土屋 積

副館長 小林 学

学芸員 大滝敦士

〃 柳生俊樹（文化財係併任）

〃（嘱託） 丑山直美

〃（嘱託） 小林宏子（文化スポーツ振興課文化振興係併任）

臨時職員 関まゆみ

〃 監物典子 4/1～9/30

〃 中野佑紀 10/1～3/31

－３－



博物館外観

Ⅲ 展示

１ 展示室

自然・原始古代・中世・近世・近代・民俗各コーナー

柳沢遺跡重要文化財展示収蔵庫・青銅器映像展示

指定無形民俗文化財映像展示コーナー

－４－

展示室実物資料（2019．３．３１ 展示中）

件 点 指定物件 主内容

自然 46 180 ナウマンゾウ化石 2(市) 動物剥製・蝶標本

原始古代 49 885
土偶 1(市)・弥生土器 2(市)・高

遠山 18(県)

土器・石器・金属器・玉

須恵器窯跡 10 70 須恵器・窯体

中世 12 114 鉦鼓１(県)・埋納銭容器 3(市) 土器・陶磁器・金属器

近世 13 27 文書・高札・絵図面

近代 2 3 彫刻・絵画

民俗 15 63 民具（生活・生産・信仰）

柳沢展示収蔵庫 7 264 柳沢 212(国) 青銅器・土器・石器・玉

合計 154 1606 239



２ 水彩画展示室

旧創造館では故西沢今朝夷氏の一括寄贈を受け水彩画展示室を設置していた。

それを受け、年間２回（６月・12 月）の展示替で水彩画展示（文化スポーツ振

興課所管）を継続するとともに、他の展示にも一部を利用している。

平成 30 年度は水彩画展『ふるさとの記憶』のほか『大西浩次 星景写真展』

を実施し、ともに途中入れ替え展示をしている。無料エリアのため正確な観覧

者数は把握できない。

（水彩画 10 点・写真 8点 2019.3.31 現在 展示中）

３ 企画展等

・春季展『神田五六コレクション-収集への情熱-』

４月 27 日～８月５日

主な展示品：栗林遺跡等からの収集土器・石器等

開館日数：89 日 観覧者数：1,237 名

・夏季企画展『信州中野きのこ生産の歴史と未来』

８月１日～９月 30 日

主な展示品：中野市内の栽培きのこ資料

開館日数：56 日 観覧者数：2,981 名

・開館 10 周年記念企画展『山があるから-高社山が育んだ自然と文化-』

10 月 12 日～12 月 22 日

主な展示品：高社山関係の自然・歴史・民俗資料

図録：『山があるから』リーフレット（カラー15 頁）

開館日数：63 日 観覧者数：439 名

４ プラネタリウム

・年間投影番組

『ポケットモンスター サン＆ムーン プラネタリウム』

コニカミノルタ プラネタリウム（株）

『こぐま座のティオ 星空だいぼうけん』

コニカミノルタ プラネタリウム（株）

『ナナとハチ～ちきゅうにおちてきたネコのものがたり～』 (株)リブラ

『宇宙はじまりの物語』 (株)リブラ

『宇宙どこまであるの？物語』 (株)リブラ

『ぼくたち惑星８兄弟-太陽系学校の 1日-』 (株)リブラ

－５－



『よもやま学園天文部–春・夏・秋・冬・身近な天体たち-各編』(株)リブラ

『星座解説～春・夏・秋・冬～各編』 (株)リブラ

『動物園に行こう』（飯田市美術博物館提供）番組外投影

『石川県観光プロモーション』（石川県提供） 〃

・投影ソフト 「ステラドーム・プロ」(株)アストロアーツ製

・定時一般投影

土・日・祝日 １日４回 11：00 13：00 14：00 15：00

・特別投影

団体予約 31 団体 1,080 名

春季特別投影 ４月 27 日～５月６日 733 名

夏季特別投影 ７月 27 日～８月 25 日 1,620 名

冬季特別投影 12 月 21 日～１月 5日 197 名

春休み特別投影 【中止】

『サマーナイトミュージアム』 ８月 10 日

10：00～15：00（５回投影）41 名

・企画投影

お仕事終わりの「アフター７」ヒーリングプラネタリウム

11 月～ （月２回） ６回実施 131 名

ママと子ども向けの「キッズプラネタリウム」

11 月～ （月 1回） ５回実施 28 名

・年間投影日数：168 日 投影回数：452 回

Ⅳ 講座等

１ 講演会

・『蛇行剣の謎』（春季展関連講演会）

講師：土屋 積（中野市立博物館館長）

６月 15 日 29 名

・『中野発、銀河宇宙への旅』（天文講演会）

講師：三澤 透（信州大学准教授）

８月 11 日 86 名

・『宇宙にはだれかいますか？』（天文講演会）

講師：縣秀彦（国立天文台准教授）

10 月５日 52 名

・『高社山と十三仏信仰』（10 周年記念企画講演会）

講師：佐野賢治（神奈川大学教授）

12 月８日 33 名

－６－



・『なぜ改めての復元なのか-柳沢銅鐸が教えてくれること-』

（10 周年記念企画講演会）（ふるさとレポート講演会）

講師：村上 隆（京都美術工芸大学特任教授・高岡市美術館館長）

10 月 19 日【中止】 ３月７日【中止】

・『チョウゲンボウをはじめとする鳥類の遺伝的多様性』

（十三崖チョウゲンボウ応援団共催講演会）

講師：黒尾正樹（弘前大学院農学生命科学研究科）

12 月 14 日 22 名

・『宇宙からの訪問者-櫛池隕石の物語-』

講師：鈴木恒夫（上越清里星のふるさと館館長）

３月 21 日【中止】

～語りの会～

・『語りの会-宇宙-』

語り手：坪根 徹（佐久市天文観測施設 うすだスタードーム職員）

６月 1日 15 名

・『語りの会-ラジオ-』

語り手：武田 徹（ラジオパーソナリティー）

６月 22 日 49 名

・『語りの会-民話-』

語り手：武田 徹（ラジオパーソナリティー）

10 月 20 日【中止】 12 月 15 日 50 名

２ 学芸員講座

延べ 127 名

・古文書講座

担当：大滝学芸員

４月 17 日～3月 18 日（全 12 回うち 3/18 中止） 107 名

・『チョウゲンボウってどんな鳥』

担当：本村学芸員(生涯学習課)

７月 29 日（全１回） 20 名

３ 市民参加講座

・植物観察会『文化公園一帯における貴重植物の実態と周辺群落の植物調査』

講師：清水照雄

４月 27 日～２月 22 日（全 11 回うち 12/28 中止） 延べ 77 名
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・野鳥観察会『中野市の野鳥の生息状況』

担当：本村学芸員(生涯学習課)・小林学芸員

４月 20 日～３月 21 日（全 12 回うち 3/21 中止） 延べ 95 名

・『豊田の石仏を調べよう』（豊田地区の石造物悉皆調査）

担当：丑山学芸員・大滝学芸員

５月２日～３月 14 日（全 11 回うち 3/14 中止） 延べ 99 名

・星空観望会 講師：信州中野天文同好会

延べ 157 名

「初夏のほしぞら観望会」 ６月 １日 19 名

「夏のほしぞら観望会」 ８月 11 日 86 名

「秋のほしぞら観望会」 10 月５日 52 名

「日食観察会」 12 月 26 日【中止】

「早春のほしぞらを見よう」 ３月 21 日【中止】

・「ふるさとレポート発表会」 ３月７日【中止】

（市民参加講座・山田家資料館・生涯学習課等の年間活動の報告会）

「植物観察会」：講座参加者

「中野市のチョウゲンボウによる営巣地と餌場の分割」

：本村学芸員(生涯学習課)

「淡路島に残る中野県関係資料」：大滝学芸員

「シンビズム３中野会場の取り組み」：小林学芸員

４ 館外講座

・学芸員サロン（全５回）

10 月 23 日～12 月４日 延べ 38 名

大滝・丑山・柳生・本村・小林学芸員

会場：中野市役所 2F 多目的サロンホール

・古文書調査ボランティア育成講座（全 34 回）

４月４日～３月 19 日 延べ 98 名

大滝学芸員 会場：山田家資料館

・講師派遣（延べ４回 参加者：延べ 84 名）

４月５日 出張講演会「地図から見る中野の昔」土屋館長

10 月 14 日 10 周年記念企画講座

自然観察会「高社山の自然を観察しよう」【中止】

本村学芸員(生涯学習課)

－８－



12 月 24 日 出張講演会「中野市の歴史と文化財について」土屋館長

1月 17 日 西部公民館シニア大学「中野市の歴史と遺跡を知ろう」

土屋館長

４月 21 日～３月 15 日(10 回うち 3/15 中止) 延べ 79 名

「中野市誌を読む会」 土屋館長 会場：図書館

５ 体験講座（「キッズ・アカデミー・ワークショップ」等）35 回 延べ 429 名

・５月４日『端午の節句にこいのぼりをつくろう』 ４名

・５月４日（ワークショップ）こどもの日のイベント

・『まが玉のペンダントづくり』 23 名

・５月 26 日『こどもパソコン IchigoJam をつくってみよう！』 5名

・６月 16 日『土器の拓本でしおりをつくろう』10 名

・６月 22 日『手づくり my ラジオをつくってみよう！』 ９名

・６月 29 日（イオンチアーズクラブ）『ソーラーランタンづくり』 24 名

・７月７日『茜染め体験をしよう』 14 名

・７月 20 日『こどもパソコン IchigoJam

ステップアップ工作～ＬＥＤバーサライタ～』 17 名

・７月 21 日『縄文土器づくり～制作～』 12 名

・８月４日『縄文土器づくり～野焼き～』 ９名

・８月５日～９日（全５回）『目指そう未来のロボコン戦士』 延べ 64 名

・８月８日（下高井三郡合同校長教頭研修会）『拓本のしおり作り』 13 名

・８月 10 日（ワークショップ）

・『しんじろうのおもしろ理科実験』 15 名

・『ＡＭラジオづくり』１名

・８月 11 日 サマーナイトミュージアム

・『縄文の糸でブレスレットづくり』 ２名

・『墨流しでうちわをつくろう！』５名

・『手彫りでハンコをつくろう！』６名

（ワークショップ）

・『まが玉のペンダント作り』12 名

・『拓本のしおり作り』３名

・９月８日『手彫りでハンコをつくろう！』３名

・10 月 12 日『こどもパソコン IchigoJam をつくろう！』13 名

・10 月 27 日『綿つむぎとストラップづくり』８名

・11 月 10 日『石包丁をつくろう！』25 名

・12 月 21 日『こどもパソコン IchigoJam をつくろう！』15 名
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・12 月 22 日『きらきら！プッシュスタンドで輝くランプをつくろう！』８名

・１月９日（科野小３年）『綿くり体験』４名

・１月 19 日『まが玉を作ろう！』20 名

・１月 25 日『手彫りでハンコをつくろう！』11 名

・２月８日『こどもパソコン IchigoJam をつくろう！

ステップアップ工作～総集編～』14 名

・２月 15 日（ふっくら工房ふるさと）『拓本のしおり作り』36 名

・２月 24 日（ワークショップ）『まが玉体験』２名

・３月 14 日『光とメロディーが流れる電子ごまをつくろう！』【中止】

・３月 25 日～29 日（全５回）『目指そう未来のロボコン戦士』【中止】

Ⅴ 資料

１ 収蔵・展示する指定文化財

・国重要文化財『柳沢遺跡出土品』（銅鐸・銅戈等 212 点）

・長野県宝『高遠山古墳出土品』（鉄剣・銅鏃等）

『鉦鼓』

・市指定有形文化財『土偶』（１点）

『弥生式土器』（２点）

『ナウマン象臼歯』（２点）

『埋納銭及び埋納銭容器』（銭・木箱・珠洲焼甕等）

『中野町製糸場水車器械略図』

・出土品・映像等を収蔵・展示する指定文化財

国史跡 高梨氏館跡

国天然記念物 十三崖のチョウゲンボウ繁殖地

県史跡

栗林遺跡

中野県庁(陣屋)跡

高梨氏城跡（鴨ヶ岳城）

七瀬双子塚古墳

高遠山古墳

市史跡

林畔１号古墳

建応寺跡
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金鎧山古墳

市無形民俗文化財

小内八幡神社青獅子（安源寺）

日和山神社鬼獅子（草間）

上今井諏訪社太々神楽

赤岩の宣澄踊り

餅かえ行事（小沼）

赤岩の太々神楽(高杜神社)

新野の式三番叟(新野神社)

松川の川崎踊

大俣の水神祭

２ 資料利用

・貸出

重要文化財『柳沢１・７号銅戈』

期間：４月 22 日～９月 13 日

九州国立博物館

姥ヶ沢遺跡・千田遺跡 土偶

期間：８月 20 日～２月 12 日

長野県立歴史館

・掲載等

柳沢遺跡 銅戈

7月 8日・他

番組制作

ＮＨＫ長野

・閲覧

７月 22 日 千田遺跡打製石斧 幸泉満夫(愛媛大学)

９月２日 千田遺跡石器 板垣優河(京都大学)

・職場体験等

9月 5・6日 南宮中学生 2名

10 月 16・17 日 中野平中学生 2名

10 月 24・25 日 南宮中学生 1名
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Ⅵ 運営・利用実績

１ 運営

・開館時間 ９時～17 時（４月～11 月）

10 時～16 時（12 月～３月）

・休館日 毎週火曜日(祝日は開館)

年末年始(12 月 29 日～１月３日)

・特別開館

４月 30 日(火) ７月 30 日(火) ８月６日(火) ８月 13 日(火)

８月 20 日（火）10 月 22 日（火）即位の礼正殿に伴う慶祝の儀

８月 11 日(日)「サマーナイトミュージアム」

開館 9：00～21：00

プラネタリウム 10：00～17：00

・年間開館日数 316 日

・観覧料

（４月～９月）

常設展示室 一般 200 円(団体 160 円) 高校生 100 円(団体 80 円)

プラネタリウム一般 400 円(団体 320 円) 高校生 200 円(団体 160 円)

(中学生以下・市内 70 歳以上無料)

（10 月～３月）

常設展示室 一般 300 円(団体 240 円) 高校生以下 150円(団体 120円)

プラネタリウム一般 600 円(団体 480 円) 高校生以下 300円(団体 240円)

(未就学児・市内小中学生・70 歳以上無料)

共通券あり（団体料金に準じる）

・４月 14 日『浜津ヶ池ボート開き』

展示室・プラネタリウム無料開放

利用者：延べ 485 名

・10 月 22 日『天皇陛下即位の礼正殿に伴う慶祝の儀』

展示室・プラネタリウム無料開放

利用者：延べ 124 名

・広報なかの『博物館だより』４月号～３月号

全戸配布

館行事の広報等

・キッズアカデミーチラシ４月～３月

市内小学校及び各施設配布

キッズアカデミーの案内募集等
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２ 入館者・利用者（４月１日～３月 31 日 開館：316 日）

・展示室 2,975 人

・プラネタリウム 5,564 人

・研修室（貸館） 156 人

・講座・講演等 1,558 人

・水彩画展示室等 2,392 人

合計 12,645 人

うち団体利用（63 団体 1,631 名)

うち市内学校：432 名 市外学校：310 名 その他団体・視察等：889 名
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中野市立博物館 年報２

2018（平成 30）年度

〒383-0046長野県中野市大字片塩 1221（文化公園内）
Tel ・Fax 0269－22－2005

http://www.city.nakano.nagano.jp/city/hakubutukan/index.ht
m
Email：hakubutsukan@city.nakano.nagano.jp
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